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研究要旨 

【目的】 

インターネット上のフリマサイト（またはフリマアプリ）で活発に個人間取引が行わ

れるようになった。個人間取引では、販売・授与には許可や登録が必要な医薬品や医

療機器、個人輸入品など本来取引されるべきでないものや、偽造品の混入などが懸念

されている。そこで個人間取引サイトを介した不適切な販売・授与の抑止に資するた

め、医薬品、医療機器等のフリマサイトへの出品希望の実態を把握することを目的と

した。 

【方法】 

フリマサイト運営者に、調査協力の意向を確認した。金沢大学医学倫理審査委員会の

承認を得て、協力頂ける運営者に個人間取引サイトにおける医薬品、医療機器等の出

品希望の実態についてアンケートにより情報収集した。 

【結果】 

本来無資格の個人には販売・授与が認められていない医薬品と医療機器の出品希望は

フリマサイト当たり月間 350 件から 1,400 件寄せられた。出品希望商品の種類が 130

程度に上るサイトもあった。 

医薬品では、新型コロナ抗原検査キットが最多で、医療機器ではマッサージ器が最多

だった。多くの場合、販売・授与した出品者が規約やガイドラインを認知し理解して

いないことから出品希望に及んだことが原因と考えられていた。運営者からは販売不

可の医薬品や医療機器について一覧や画像で示されることが要望された。 
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【考察・結論】 

販売業の許可を取得した者でなければ医薬品や医療機器を販売できないことを、一般

国民に早急に啓発・普及する必要があった。 

 

A. 背景・目的 

本来、医薬品と医療機器（クラス II, III,

または IV 及びクラス I のうち特定保守管

理医療機器）を販売・授与するには都道府

県知事の許可や届出が必要である。しか

し、インターネットを介して行われる個

人間取引では、許可・届出を有しない者に

よる医薬品、医療機器の販売・授与が試み

られ、また自己の疾病治療目的でのみ認

められている個人輸入の医薬品や医療機

器を提供しようとすることが指摘されて

いる。昨年度の当班調査で、医薬品医療機

器等法で販売・授与が規制されている医

薬品や医療機器の出品はどのサイトでも

禁止していることを確認した 1）。許可店舗

や有資格者により品質が保たれ適切な指

導・助言に基づき適正に使用されなけれ

ば、保健衛生上の危害が発生する原因と

なる。そこで、国内のフリマサイトに出品

希望のあった医薬品・医療機器の実態と

背景、対策について情報収集し、改善策を

見出すことを目的とした。 

 

B. 方 法 

B-1. 協力意向調査 

令和 4 年 9 月 10 日から、8 つのフリマ

サイト運営者に出品時確認事項調査への

協力の可否及び回答方法（メールアンケ

ート、対面）をそれぞれのサイトに記載さ

れたコンタクトアドレスや電話または書

簡によって尋ねた。運営者の希望に応じ

て、具体的な調査内容についてオンライ

ン会議で説明した。 

 

 

B-2. 医薬品、医療機器等の出品希望に関

する調査 

調査協力の同意を得たフリマサイトの

運営者にメールにて、調査書を配布した。

（令和 5 年 1 月 6 日発出。令和 4 年 1-12

月の実績を問う）質問事項は次の 1-5 であ

る。 

〔質問 1〕医薬品、医療機器等の出品希望

の有無、件数、割合、理由 

ア. 医薬品，医療機器（販売に業許可を要

さないものを除く。以下同じ）の出品

を希望する者の有無 

イ. 医薬品，医療機器出品希望月平均件

数：年間の件数で報告された場合に

は 12 か月で割って結果とした。   

ウ. 全出品希望に対する医薬品、医療機器

の割合 

エ. 出品禁止物を出品しようとする理由 

〔質問 2〕主な出品希望医薬品、医療機器

と運営者の対応 

ア. 出品希望のある医薬品、医療機器のう

ち頻出品、繰返し品，流行品、模造  

品、特記すべき品目について出品名、

一般名、規格、特徴、出品希望件数 

イ. 規約違反品への対応 

ウ. 規約違反のクライアントへの対応 

エ. その他の対応策 

〔質問 3〕対応困難事例 

ア. 判断困難事例 

イ. 偽装 
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ウ. 繰返し違反 

エ. その他の困難事例について 

〔質問 4〕医薬品・医療機器以外の偽造品

出品 

〔質問 5〕厚生労働省への要望 

 

B-3. 医学倫理審査 

令和 4 年 4 月 1 日に改正された個人情

報保護法により氏名など個人を特定する

情報だけでなく、組み合わせて個人が特

定できる情報（注文履歴やユーザー情報

など）も個人情報とされたため、金沢大学

医学倫理審査委員会の審査を受け、承認

を得た（受付番号 1141481-2 申請日 2022

年 10 月 7 日、承認日 2022 年 12 月 22 日、

受信日 2023 年 1 月 6 日）。 

 

C．結 果 

C-1. 協力意向調査 

4 サイトの運営者から調査協力の意向

が示された。運営者の求めにより、オンラ

イン上で具体的な調査内容について説明

した。 

 

C-2. 医薬品、医療機器等の出品希望に関

する調査 

2022 年 1 月-12 月までの実態について 1

月 24 日までに 4 サイトのご回答を頂い

た。数値で示した結果は具体的記載のあ

った 3 サイトによるものである。「〇件以

上」と記載したものは言及のみで件数記

載がない 4 サイト目を含めた結果である。 

〔質問 1〕医薬品、医療機器等の出品希望

の有無、件数、割合、理由 

ア. 医薬品，医療機器の出品を希望する者

の有無 

医薬品、医療機器の個人販売を希望

する者は 3 サイトに存在した。1 サイ

トは把握していなかった。 

イ. 1 か月の医薬品・医療機器の出品希望

件数 並びに 

ウ.全出品希望に対する医薬品、医療機器

の割合 

医薬品・医療機器の出品希望件数は

3 サイトがそれぞれ約 350 件/月、560

件/月並びに 1400 件/月と 3 桁以上に

上り、合計 2310 件/月であった。これ

らは全出品希望に対して、0.00024%、

0.016％並びに 1.5%を構成していた。

出品希望商品の種類が 130 程度に上

るサイトもあった。 

エ. 出品しようとする理由 

医薬品、医療機器の出品希望者はこ

れらの出品を禁止する規約やガイド

ラインを読んでいないか理解してい

ないと考えられた。強い出品希望を有

する者が敢えて出品する場合もあっ

た。ドラッグストアや家電量販店など

どこでも売られているものなので、自

分が売ってはいけない理由が分から

ないという者も居た。 

〔質問 2〕主な出品希望医薬品・医療機器

と運営者の対応 

ア. 出品希望のある医薬品、医療機器のう

ち頻出品、繰返し品，流行品、模造品、

特記品目について品名、規格、特徴、

販売希望者の特徴、出品希望数 

全数把握ではなく、頻出品や流行品、

特記すべき品目について情報を得た。 

医薬品の出品希望頻出品は、医療用

医薬品、一般用医薬品共にあり、体外

診断薬もあった。一般用医薬品は第 1

類から第 3 類まであった。具体的には

新型コロナ抗原検査キット（月 50 件
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以上）、経腸栄養剤（月 36 件）、漢方

薬（月 31 件）、排卵検査薬（月 25 件）、

経皮鎮痛消炎剤（月 20 件）、しみ、そ

ばかす緩和剤（月 14 件）、含嗽薬（月

10 件）、抗寄生虫薬（月 2.5 件）だっ

た。医薬品の商品名、規制区分、特徴

などを表１に記載した。 

医療機器ではクラス II 及びクラス

III が頻出した。マッサージ器（月 650

件）、血圧計（月 100 件）、コンタクト

レンズ（月 70 件）、体温計（月 50 件）、

電動式可搬型吸引器（月 45 件）、パル

スオキシメータ（月 17 件）、低周波治

療器（月 15 件）、並びに医療用吸入器

（クラス II）及び医療用吸引器、（ク

ラス II 特定保守管理医療機器、小計月

15 件）が認められた。医療機器の出品

数は、医薬品を上回った。頻出医療機

器の商品名や規制区分の詳細を表 2

に記載した。 

 頻出品として報告されたのは医薬

品 189 件、医療機器 962 件、計 1151

件で 8 割以上が医療機器であった。 

イ. 違反品への対応 

本来、許可や登録を有しない者によ

る販売授与が法律で認められていな

い医薬品、医療機器の出品希望に対し

ては運営者が原則、出品頁を削除し、

クライアントにその旨を知らせてい

た。マーケットプレイス上で出品を監

視し、削除している運営者もあった。

通報ボタンを設けて、通報を受けた場

合には遅滞なく確認し、削除している

運営者もあった。 

ウ. 違反品を掲載しようとしたクライア

ントへの対応 

違反品を掲載しようとしたその都

度、アカウント保持者に注意喚起した。

違反の反復回数に応じて、出品機能の

制限やアカウントの利用制限、削除を

行った。 

エ. 規則違反に対するその他の対応 

運営者は厚生労働省を含む関係省

庁と常に連携し、法令違反の出品物に

対する監視の強化を行っていた。また、

利用者向けに医薬品等の禁止出品物

に関する情報発信を行っていた。 

〔質問 3〕対応に困難を伴った事例 

 掲載の可否について対応に困難を伴っ

た事例として以下のようなものがあった。 

ア. 判断困難例 

・含有成分は記載されているが専ら

医薬品として使用される成分本質

に該当せず、使用目的が不明の海外

製商品が未承認医薬品に該当する

か不明なもの 

・古い医療機器で、クラス分類や機能

等が不明な商品で、規制対象物品か

判断困難なもの 

イ. 偽装事例  

医薬品の箱のみの出品である旨の

説明だったが、価格等から総合的に判

断し、医薬品そのものと判断した事例 

ウ. 繰返し違反投稿例 

マッサージチェアの授与を目的と

した個人が、投稿を削除してもなお、

「椅子です」と繰り返し投稿した事例 

エ. その他 

HHC-O（hexahydrocannabinol）など

は、その時点では未規制薬物だったの

で違法性はなく、削除対象ではなかっ

たが、このような商品が流通するのは

社会的に良いことではなく苦慮した。 

〔質問 4〕医薬品・医療機器以外の偽造品
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出品例 

大塚製薬の健康⾷品の「エクエル」

の偽造品が出品されたことがある。 

〔質問 5〕厚生労働省への要望 

海外製のものを中心に、医薬品やサ

プリ、医療機器製品が販売不可の医薬

品や医療機器に該当するのか確認が

むずかしく、販売不可の商品の一覧や

画像を是非示して頂きたい。 

 

D．考 察 

医薬品や医療機器の販売には、都道府

県知事の許可や登録が必要であり、各フ

リマサイトでも利用規約やガイドにより、

出品禁止物であることを明記し、一般医

療機器であることの確認要請などが行わ

れていた 1）。また、あやしいヤクブツ連絡

ネットは、SNS 上で譲り受けた向精神薬

や医薬品を使用する危険性を再三警告し

ていた。Twitter で向精神薬の売買と思わ

れるツイートがなされ、ダイエットを目

的とした糖尿病治療薬（GLP-１，インス

リン製剤）等の販売がフリマサイトにお

いて複数回通報されていた 2）。Twitter で

の医薬品売買と思われるツイートは あ

やしいヤクブツ連絡ネットで指摘されて

いたが、フリマサイトへの医薬品・医療機

器の出品希望の実態は表面化しないこと

から把握されておらず、今回調査するこ

ととなった。特記事項は以下の通りであ

る。 

 医薬品や医療機器は具体的記載のあっ

た 3 フリマサイトで月に約 2310 件の出

品希望があった。また、その 8 割は医

療機器であった。実際は主な総合的フ

リマサイトだけでも 8つほどあるので、

さらに多くの医薬品・医療機器の販売

希望が日本のフリマサイトに寄せられ

ていると考えられた。運営者のご努力

により、販売・授与に流れないように大

食い止められているが、出品者である

国民の意識を高める必要があると思わ

れた。 

 各社の取扱い商品に占める医薬品・医

療機器の割合は、取扱い品の中では決

して大きくないが、万が一、その一部が

人手に渡り誤用されたり不良品だった

場合には、ただちに保健衛生上の危害

が発生する恐れがある。危険性の認識

が国民の間に十分浸透していない可能

性があった。 

 禁止物出品者の多くは規約やガイドラ

インを読んでいない可能性があり、彼

らに届く啓発・教育が必要である。 ま

た、所持する医薬品や医療機器をどう

しても譲渡したい者もいたが、これら

の譲渡には資格が必要であることを周

知しなければならない。 

 サイトによって出品希望の傾向に特徴

があるように見受けられた。広範な種

類の医薬品・医療機器が集まるサイト

と特定のものが集中するサイトである。

頻出品は医薬品では一般用抗原検査キ

ットが最多であり、医療機器ではマッ

サージ器が最多だった。 

 運営者は、繰返しの違反など悪質なも

のにはアカウントの利用制限や削除を

行っていたが、そのような措置の限界

（別名登録、他サイトへの乗り換えな

どでペナルティが効かないこと）も懸

念される。フリマサイトでは医薬品・医

療機器の販売はできないことを運営者

が一丸となって出品者、潜在的出品者

に理解させることが必要と思われた。 
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 海外製の商品や古い医療機器など、医

薬品・医療機器該当性が明確でないも

のについて、すべてのサイト運営者が

出品禁止物か否かの判断に困難を抱え

ていた。厚生労働省から「専ら医薬品と

して使用される成分本質（原材料）リス

ト」が示され 3）、都道府県を通じて厚生

労働省への照会制度も確立しているが
4）、さらに、これまでに医薬品とされた

事例など過去の具体例が公表等される

と運営者の判断に役立つと考えられた。 

 倫理審査に 3 か月要したが、今後同様

な研究にも役立つのでその考え方を記

載に留める。従来、個人を特定するデー

タを含まない商取引情報の調査研究は

医学倫理審査の対象ではなかった。し

かし、令和 4 年 4 月 1 日に施行された

「個人情報の保護に関する法律等の一

部を改正する法律（令和 2 年法律第 44

号）」によって、個人を特定する情報だ

けでなく、個人関連情報（（例）ある個

人の商品購買履歴・サービス利用履歴）

も個人を特定する情報を含まないが

「人を対象とする生命科学・医学研究

に関する倫理指針」の適用となり倫理

審査の対象となった。審査の過程で、同

指針ガイダンス第 8 インフォームド・

コンセントを受ける手続き等（3）イ 研

究に用いられる情報（要配慮個人情報

を除く。）の提供を行うときは、かなら

ずしも、インフォームド・コンセントを

受けることを要しないが、インフォー

ムド・コンセントを受けない場合には

原則として適切な同意を受けなければ

ならない。ただし、（ア）当該研究に用

いられる情報が、個人関連情報である

場合であって、①「提供先となる研究機

関が、当該個人関連情報を個人情報と

して取得することが想定されないとき」

に該当することから、適切な同意を受

ける手続きを行うことも要しないとの

判断に至り、承認された。 

 健康への悪影響が懸念されても違法性

がない製品を運営者は削除することが

できず、みすみす流通させなければな

らない無念が訴えられた。健康や社会

に負の影響をもたらす可能性の高い化

学物質は HHC-O など乱用薬物関連物

質以外にもドーピング禁止薬物などが

あり、既存の規制物質には分類されて

いないこのような製品の流通を適切に

管理する仕組みが望まれる。 

 

E. 結論 

フリマサイトに月 2,000 件以上、国内外

の多様な医薬品、医療機器製品の出品希

望があることが確認された。国民には医

薬品、医療機器は SNS 上であっても個人

が自由に販売・授与できない禁制品であ

ることを啓発、教育するとともに、それら

を必死で排除している運営者には具体例

を提供し取組を支援することが有益であ

る。 
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